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千葉市八一モニープラザ



業界の発展並びに 組合員の社会的地位の向上に努め

研鐙と融和 を図り 一視同仁の精神をめざすと共 に

企業の健全なる 経営体制を促進 し その成長発展によ

り 地域社会に貢献する

● ご 挨 拶 …・… … … …・…・… … … …・… …・・… … 千 葉 市 長 松 井 旭 …

● 猛 暑 に 想 う ・… … … …・… …・… … 千 葉 市 都 市 局 建 築 部 長 三 幣 晃 …

●健 康 ………… 千 葉市都市局建築部 建築設備課長 金井 一男 …

●「間」 の カ ……… 千葉市都市局建築部 建築管理課 主幹 古内 博道

●心の原風景 ……………… 千葉市住宅供給公社 常務理事 道塚 元嘉

●稔 り の 秋 …………… 圃千葉市都市 整備公社 建築課長 石上 幸雄 …

● 趣 味 と 遊 び ・・… … … …… …・…協 同 組 合 千 葉 電 設 協 会 理 事 宍 倉 昌 信 …

●「おわら 風の盆」 に惹 かれて 千葉塚 田電気㈱ 営業部長 佐藤喜美男 …

●情報の発信基地になろ う ………… …

松下電器産 業株式会社 電材営 業本部 東部支店長 成澤 輝悦 …

● 賛 助 会 員 部 門 別 名 簿 … … … … … …・・… … … … … … …・… … … …・・… …・… … … …

● 第１６ 回 通 常 総 会 開 催 … … …・… … …・・… …・… … … …・… …・・… … … …・… … …・…

●青年部活 動につ いて …… … 青年部部 長 ㈲石 本電設工 業 鎌田 雄ニ …

● 平 成１２年 度 経 営研 修 会 及 び懇 親 会 開 催 …・… … … … …・・… … … … …・・…・… … …

● 第４４回 ゴ ル フ コ ン ペ 開 催 …・・… … … … …・…・・… … … … …・… … …・・… … …・… …

● 第 ７ 回 麻 雀 大 会 開 催 … … … … …・…・… … …・… …・…・… … … … …・・…・・… … … …

● 災 害 対 策 連 絡 網 に つ い て … … … …・… …・… … … … … … …’… … … …．’… …●… …

● 事 務 局 だ よ り … … … … …・・…・… … … … …・’…・… … ” … … … …’… …’…’… … …’

● 入 札 結 果 報 告 …・・… … … … …・・… …・… … … …・… … … … …・・…・・… … …・… … …・
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（協）干 葉 電 設 協 会 だ よ り （Ｄ

ご 挨 拶

千葉市長 松 井 旭

この度、 協同組合千葉電設協会に は、 会報 「千 葉電設協 会だより」 第１５号を発刊さ

れま し た こ と、
心 か ら お 祝 い を 申 し あ げま す。

貴協 会 皆 様 方 に は、 日 頃よ り、 岩 崎 理事 長 さ ん
を 先 頭 に、 一 致 協 力 さ れ、 様 々 な 課

題 に 積 極 的に 取 り 組 ま れ、 業 界 の 発 展 に努
め られ ま す と と も に、 市 政に 対 しま して も、

多大なる ご支援・ ご協力 を賜ってお りま すこと、 心か ら敬意と感謝の意を表する次第

で あ り ま す。

さ て、 い よ い よ２１世 紀 が 目前 とな りま し た が、 わ が 国 は、 行 財 政、 経 済、 金 融、 教

育等、 あ らゆる分野に わたり、 大き な転換期を迎 えている中で、 地方自治体 を取り巻

く状況も、 「地方分権一括法」 や 「介護保 険制度」 の施行等に伴 い、 こ れま で以 上に

自 主 性 ・ 自立 性 を 高 め た 行政 運 営 が 求 め ら れ て い る の で あ り ま す。

そ こ で、
本 市 で は、 こ の

よ う な 時 代 の 潮 流 や 複 雑 ・ 多 様 化 す る 市 民 ニ ー ズ に 的確 に

対応するため、 ２１世紀 の市政運営の指針でありま す 「新総合 ビジョ ン」 に基 づき、 具

体的な実施計画となりま す 「新五 か年計画」 の策定を進めるな ど、 市民の皆 様が健康

で明るく生 きがいに満 ちた生活を安 心 して送ることができるよう、 各種の施 策を積極

的 に 展 開 して い る と こ ろ で あ りま す。

また、 本市 は新世紀 の幕開けとな る２００１年１月 １ 日に、 市制施行８０周年と いう大き

な 節 目 を 迎 える こ とか ら
、 こ
れ を 祝 し

、
各 種 記 念 事 業 を実 施 す る な ど、 「

ふ る さ と 千

葉」 の市民意識の一層 の高揚・啓発を図るとともに、 新 時代にふさわ しい個 性豊 かで



（２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

滑力に満ちた都市の創造 に向け、 様々 な施策を ダイ ナミックに展開 して参る所存 であ

り ま す
。

一方、 皆様の業界を取り巻く環境 も厳しい経済状 況の中で大変な ものがあろうかと

存 じますが、 皆様方には、 電気設備機 器の著しい技 術革新が進む中、 各種電気設備工

事にかかる技術技能にっいての講習や研修会 を実施 されるなど、 優れた技能の習得を

通 じ、 業 界 の 発 展、 ま た、 豊 か な 市 民 生 活 に も大 き く 寄与 さ れ て お りま す こ と、 誠 に

あ り が たく
、
心 強く 存 じ て い る 次 第 で あ り ま す。

ど う か皆 様 方 に は、 さ らに 一 致 協 力 さ れ、
業 界 の 発 展 に 努 め ら れ ま す と と も に、 今

後 と も
、 市 政 に 対 しま し て も一 層 の ご支 援 ・ ご協 力 を 賜 りま す よ う、 心 か ら お 願 い 申

し あ げ る次 第 で あ りま す。

おわりに、 協同組 合千 葉電設協会の今後ますますの ご発展と会 員皆様方の ご健勝・

ご活 躍 を お 祈 り いた しま して、 ご挨 拶 と い た しま す。



（協）千 葉 電設 協 会．だ よ り （３）

猛 暑 に 想 う

千葉市都市局建築部 部長 三 幣： 晃

今年の夏 も真夏日 と熱帯夜 にな らなかった日を数えた方が、 はる かに早 い程の猛暑

で した。 ９ 月 ２ 日 に は、 関 東地 方 で フ ェ ー ン現 象 が 起 き て 気 温 が大 幅に 上昇 した た め、

埼 玉 県 熊 谷 市 で ９
，
月 と し て は、 全 国 で 史 上 最 高 の３９．

７度 を 記 録、 県 内勝
浦 市 で も 最 高

記 録 と な り ま し た。

休 日 の大 半 を家 で く つ ろ ぐこ と の 多 か っ た こ の 夏、
我 が 家 のク ー ラ ー で は と て も こ

の 暑 さ は し の ぎ にく い も の で し た。

せ っ た く

拙宅 （木造２階建） を改築 したの は昭和６３年 秋で平成元年 ５月 に完成し入居 しま し

た。 そ れ以前は木造平屋建て延べ床面積８６平方メ ートルの住 宅で したが暑さ対策と し

て 南 北 に 南 風 の 通 る 開 口 部 を 十 分 もう け た こ と と、 庭 に散 水 し た り、 時々 降 る 夕 立 な

どに 涼 を 求 め て し の い で い た よ う に 記 憶 して い ま す。

改築 したこの家も夏の暑さ対策 には、 南北に 開口部を配し、 居間や階段の 吹き抜け

空 間 か ら ２ 階 の 各 部 屋 の 開 口 部 へ 風 を抜 き、 さ ら に 吹 き 抜 け 天 井 に、 レス
ト ラ ンな ど

で見か けるような大型扇風機をゆっくりと廻す など、 自然の冷風を頼りに設計 したも

の で し た。

改築 して ２ ～ ３ 年 程 は
、
こ れ で どう にか 過 ご せ た も の の バ ブ ル 経 済 崩 壊 の か げり で

景 気 が 下 降 し始 め た こ と と 因 果 関 係 は、
あ ろう は ず も な い の で す が、 そ の 頃 か ら夏 の

暑さ が 年々 上 昇 して い る よ う に 思 わ れま す。

地球 温暖化が叫ばれて久 しいの です が、 人 ごとではありま せん。 平成４～５年の頃
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で あ っ た で しょ う か。 ２ 階の 部 屋 に 居 る娘 は我 慢 し き れ ず 自 費 で 量 販 店 か ら ク ー ラ ー

を 買 っ て 自分 の 部 屋 に取 り付 けま し た。

ひ と た び この 考 え を 捨 て る と翌 年 に は、
私 も ク ー ラ ー を 買 い 求 め て １ 階 の 部 屋 に 取

り付 け る こ と にな り ま し た。

振り 返れば改築の 際に電気設備の配線・配管の打合せの中で工事店の社長さんから、

将来 の こ と を 考 えて ク ー ラ ー の 配 管 も 取 り 付 け る よ う 熱 心 に 薦 め られま し た。 しか し、

郊外の この土地で私は自然の涼を求めて生活 したいので、 不用 との主張を曲 げず説得

に応 じ よ う と は しま せ ん で した。 い よ い よ 配 管 の 施 工 当 日、 社 長 さ ん にわ ざ わ ざ 現 場

から私の職場に電話をいただき 「今日か ら配管するので今な ら間に合うが どうですか」

と 最 終 確 認 を し てく れ ま した が と う と う 替 え る こ と を しま せ ん で し た。

こ の 結 果、 ２ 台 の ク ー ラ ー の 配 管 は外 壁 に 露 出 す る こと と な っ て しま っ た の で す。

建築を専門職とする私と して、 いささか目先の 利かない判 断を してしま った反省と

ひ た む き

電気工事店の社長さんの 直向な仕事 への取り組み に対する敬意 の念を昨今、 しみ じみ

と 想 い 起 こ して い る と こ ろで す６ 同 時 に 自然 エ ネ ル ギ ー に対 す る 関 心 を 更 に 持 う こ と

によって地球温暖化防止 への取り組 みの大切さを 一人一人が真剣に自覚しなけれ ばと

想 う 今 日 この 頃で す。

市 で も来 春 オ ー プ ン 予 定の 中 央 図 書 館 ・生 涯学 習 セ ンタ ー な・どで 太 陽 光 発 電 の 設 備

を取り入 れたり、 新５力 年計画の中 で市民の皆様が住宅に太陽光発電を設置す る際に

助成 して いく施策な どを検討 し２１世 紀に向けて環境を大切にするまちづくり に取り組

もう と し て いま す。

協 会 の 皆様 にお か れ ま し て は、
な お 一 層 の ご支 援 ・ ご協 力 を 賜 り ま す よ う お願 い い

た しま す
。

お わり に、
会員 皆 様 の 益々 の ご活 躍 を 祈 念 申 し 上 げま す

。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （５）

健 康

千葉市都市局建築部 建築設備課長 金 井 一 男

私の 親友が癌で他 界 して早７年になろうと している。

そ れ を 機 に、
自 分 の 健 康 に 留 意 す る よう に な った が、 暫 く す る と 忘 れ て し ま い、 喉

元 過 ぎ れ ば の 感 が あ る。

日頃から趣味と健康増進のため にと始めた合 気道もな んとか２０年も継続している。

この お 陰 か
、
軽 い 鼻 風 邪 く らい は ひく が、 こ こ

数 年病 気 ら し い 病 気 で 公務 を 休 ん だ こ

と がな い
。
こ の 合 気 道 で 重 要 な 一 っ に気 と 息 の 調 和 があ り、 こ れ

を 図 る た め 呼 吸 法 に

よ り鍛 え て い る か ら と 思 っ て い る。

そ んな私ではあるが、 昨年２月 と９月に体調 を崩 した。 昨年は公私 とも多忙で、 特

に私 的な面では合気道や趣味で始めた詩 吟等が節 目の年 とな り、 幾っ かの 記念行事に

取 り組 ん で い た。

最初 の不調は床屋さんで散髪を している とき だ・た 探 然 目の前が真・白になり・

意識 も虚ろで何も見え ず体 も動か なくなち た。 全く給 めてρ ことで、 一瞬これで私も

だ め か な と 思 っ た。
幸 い 店 の マ ス タ ー の機 転 で 病 院 に運 ん で も ら い 治 療 の お 陰 で こ と

な き を え た
。

２ 回 目 の と き は 自 宅 で の こ と で あ
？
た。 朔 起 き た 時、

突 然 嘔 吐 と めま い に そ の 場 に

倒 れ 込 ん で しま っ た。 し ば らく 休
あ ば す ぐ 直る だ ろ う と 高 を く く っ て い た が、 ２ 日 間

休んでも吐き気が治ま らない。 と うとう病 院で 診察を受け、 点滴と休養でなんとか回

復 し た。
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い ず れ も不 摂 生 と ス ト レス、 睡 眠不 足 が 原 因 と の こ と であ っ た。 今 ま で と ほと ん ど

変 わ ら な い 生 活 に も 関 わ らず
、
こ の 様 に な っ た の は いっ ま で も 若い っ もり でい たこ と、

体力に対 して自己過信が招いた結果であったと 思う。

昔 か ら、 健 康 の 代 名 詞 と して 無 病 息 災 と い う こ と ば が 使 わ れ て い る が、
む しろ 一 病

息災ではないかと思う。 医療技術 が発達 した現 在では、 どこか一っ ぐらい病気を持っ

て い て、
そ れ を 自 覚 しな が ら自 分 の年 に応 じた 健 康 管 理 を 行 っ て い く ほ う が、 今 の 時

代 に 適 して い る の で はな い か。

今年の４月、 組織 改正により、 電気設備課と 機械設 備課が統合されて新たに建築設

備課が設置され、 その課長と して拝命を受け半 年を経過 したとこだが、 今一度自分の

身体を総点検 し、 日々の心身の鍛練 と自制によ り、 健康の維持と向上に努めていきた

い
。

二十一世紀を目前に控え、 公共建築 を取り巻く 環境も大きく変化 している。 こう し

た中、 建築設備行政に携わる一人と して、 せめ て心身共 に健 康で元気に頑張っていき

た い と 思、う。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （７）

ま

「間」 の 力

千葉市都市局建築部 建築管理課 主幹 古 内 博 道

ま

「間」 … … 物 と 物 と、 ま た は 事 と 事 と の あ い だ。 あ い だ の 空 間。 芝 居 で 余 韻 を 残 す

た め に 台 詞 と 台 詞 と の 間 に お く 無 言 の 時間。 等 々 広辞 苑 に は あ る。

私 が、 「間」 に 興 味を 持 ち 始
めた の は、 趣 味 で 邦 楽 を 始 め て 久 しく して か らで あ る。

邦 楽 の わ び・ さ びを 表 現す る手 法 と して、 「間」 の 取 り 方 が 極 め て 大 切 な の で あ る。

弓道で 弓をいっ ぱい引き、 矢を射る瞬間、 格闘技で技を掛ける 時の一瞬の 呼吸の止

め、 打ち上 げられた 花火が、 いっ 開くかいっ開くかと期待感を 持たせなが ら開く 瞬問

いずれ も 「間」 の力 「間」 の魅力である。

邦楽 でいう 「間」 は、 節から節へ移行するときの余韻である。 前節の余韻 に浸りな

が ら次 の節 を展 開 し て いく、 こ う し て 余 韻 を う ま く 運 ぶ こと に よ り、 流 れの 美 しさ、

深 み
、
安 定 感
、
表 現 力 を 生 み 出 す の で あ る。 ま た、 よい 「間」 は、 よ い 呼 吸 法 の 中 か

ら生 ま れる
。 日
常 生 活 の 中 で も 深 く 物 事 を 考 察 し てい る 時、 あ る い は、 客観 的 に 自 己

を 見 っ め て いる 時 も 大 き く と ら え れ ば 「間」 と い え る であ ろ う。

「間」 と は， 動
と 動， 有 と 有 と の っ な ぎ

を 担 い、 一 瞬の う ち に 力 の 蓄 え を し、
表 現

対 象 を 生 き 生き とさ せ、 よ り 浮 き 上 が らす 無 形、 無 言 の力 で あ る。 ま た、
取 り 方 を ま

ち が え る と 全 体 の バ ラ ンス を 崩 し丸 所 謂 「間」 延 び と な っ た り、 ひ
い て は、 悪

魔 の

「魔」 にな る と も 言 わ れ て い る。

さ て、 我々 の 日 常 業 務 に お い て も 「間」 をう ま く 取 り 入 れた い も の で あ る。 多 忙 に
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追 わ れ
、
た だ 突 き 進 む だ け で なく、 ほ ん の 数 秒 で も い い か らゆ っ く り と静 か に 深く 呼

吸をする。 こうした時間的空間 「間」 を持っことが心坤よい爽快感 を生 み出し、 リフ

レッ シュ さ れ た 感 覚 の 基 に、 ス ム ー ス な 業 務 進 行 と、
良 い 結 果 を 導 き 出す もの と 確 信

す る。

バブルが崩壊して久しく、 なかなか景気回復の糸口が見っか らな い状況 にあ る昨今

こ の 機 を、 景 気 回 復ま で の っ な ぎ の 「間」 と と ら え、 力 を 蓄 え、 業 務 全 般 を 見 直 し、

２１世 紀 に 力 強く 臨 むた め の 踏 ん 張 り の 時 期 と 考 え た い。

お わ りに

貴協会 と、 会員皆様 方の ご健康とご発展を心よりお祈り申 し上 げます。



（協）千．葉 電 設 協 会 だ よ り （９）

心 の 原 風 景

千葉市住宅供給公社 常務理事 道 塚 元 嘉

冬 が 近 く な る と
、
古 障 子 を 張 り 替 え る た め に 洗 わ な け れ ば な らな い。 昔 の農 家で は、

小川に しばらく水浸 しにしておいて、 変色 した古い紙をは ぎ取る。 広壮な民 家の庭先

に は、
今 洗 い おえ た ば か り の 木 肌 が 白 く な っ た 障 子 が 並 べ られ てい た。 弱 く な った 日

差 しが、 障子 桟 の 影
を す っ き り と 大 地 に 落 す。 母 の 生 家 で は、 祖 母 が 何 時 も きま っ た

時 期 に、 こう
して 障 子 洗 い を し て い た。 ほ っ そ り と した 障 子 の 桟 に新 しい 紙 が貼 られ、

家 の 中 が にわ か に 明 るく な る の を 楽 しみ に して い た 幼 い 日。

　 　 　

今で は豊かに流れ る清らかな小 川もなく なり、 たわ しで洗う風習 も見 られなくなっ

た。 紙 障子 も、 す っ か り へ って し ま っ た 現 代 建 築 ・ 「障 子 洗 う」 昔 の 営 み を、 しみ じ

み と 回 想 して い る。 こ う し て冬 へ の 用 意 を と と の え て い た 農 家 の 暮 ら しが、 心 の 原 風

景 に ぼ ん やり と い き つ づ け て き た こ と を 考 え る。

そんな思いにか られて、 この夏合掌建築で有名な飛騨地方に小さな旅を した。 私が

民 家 探 訪 を始 め る き っ か け にな っ た 原 風 景 で も あ る。 飛 騨 と い う 懐 か しい 地 名 は、
山

深い 「ひだ」 か ら起 きたとも、 ま た、 朝廷に名 馬を献上 した事か ら 「飛騨」 と呼ばれ

る よ う に な っ た と 伝 え ら れ て い る が 定 か で な い。
飛 騨 は 稲 作 も 困難 な 土 地 で、 最 も貧

しい 「下 国」 と して 位置づけられ、 年毎に２００名余りの男たち が遠 い都 へ召 され て宮

殿や寺社造営に従事 し、 宮大工の技を身にっけた人々を 「飛騨の匠」 と呼ぶようになっ

た と 云 わ れ て い る。

こ う した 匠の 血 が 流 れる
、
美 し い 民 家 に 接 す る こ と が で き た。 庄 川 に 沿 っ て 開 け た
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荘川村よ り飛騨の里に 移築された旧八月 一日 （ほ ずみ） 家。 数あ る民 家の中 でも特に

私 の 心 を と ら える
。
そ の 見 事 な 造 形 に 涙 が 出る ほ ど感動 も し た。 時間 が とまっ て しま っ

た よ う に、 ゆ っく り
と 巨 大 な 屋 根 を の せ て た た ず む。

旧八月 一日家の特色 のひとっに、 大屋根左右の妻側に取り付 けられた鼻小 屋 （ハッ

ポ） と呼ぶ出窓がある ことである。 屋根裏を明るく したり、 建 物の中への通 風を良く

して蚕部 屋 （蚕を飼育 する時期には屋内全体が蚕室 どなる） と しての空調 を整える目

的を持っ て取り付けられた窓と考え られる。 鼻小屋の小さな障子戸は少し下向きになっ

て いる が、 こ れ は 紙 の 障 子 を 風 雨 か ら守 る 生 活 の 知 恵。

黒ずん だ茅葺屋根に映える白い障子。 ずれ落ちた茅の１本、 １本に永い歳月 が しみ

と お る や さ しい 民 家
。
暑 さ で 顔 か ら 汗 が 流 れ お ち る の も忘 れて 夢中 でスケ ッ チを する。

心の原風 景を全身で感 じなが ら過す嬉 しい一時。 江戸末期の民 家にすっかり魅せ られ

た 夏 の小 さ な 旅 で あ っ た。 今 頃は 深 い軒 下 の 陰 も次 第 に 濃く な り、 板 壁 の美 し い 木 目

も人知れず星霜を重ねていく。

なんといっても民家は時代の生き証人。 その時代の精神 や生 活、 科学や技術等驚く

ほ ど の情 報 を 蓄 え て い る。 素 晴 ら しい 先 人 の 残 し てく れた 貴 重 な 遺 産。 大 切 に しな け

れ ば とっ く つく 思 う。

人の心にやどる、 懐か しく共通す る原風景のよ うに、 協同組合千葉電設協会の皆様

方が心を一っにますます協力発展 し、 本市 のより 良き施設づく りに有効に生かされて

い きま す よ う お 願 い し た い もの で す。

齪 ．

’９
む八 論 撫 ，

－
遍． 舶

’
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稔 り の 秋

肝 葉市都市整備公社 建築課長 石 上 幸 雄

今年 も子供たち の賑やかな、 そ して歓喜の声を聞ける季節 がやっ て来た。

実 は小生、 趣 味と実益、 いや健康維持のために、２０年ほ ど前 から家庭菜 園を耕し始

め た 次 第 で す。

春 先 に 始ま る “じ ゃ が い も
” の 植 え っ け、 初 夏 の 頃

“と う も ろ こ し” の 種 ま き
、
そ

し て “茄 子 ・ 胡 瓜 ・ トマ ト” の 植 えつ け等 々、 や が て 収穫 の 楽 しみ …

そ の 作 物 の ひ と っ に “さ っ ま い も” 、 わが 子 が 幼 稚 園 に 通 っ て い た 頃、
手 足 ・ 服 を

泥 だ ら け に して、 「こ ん な に 大 きな お芋 が 沢 山 採 れ た よ」 と 喜 び 勇 ん で 帰 宅 した こ と

を 思 い 出 す。

毎 年、 晴 れ 渡 っ た１０月 の 畑 に、 知 人 ・ 後 輩 の 子 供 た ち を 招 き、 さ っ ま い も 掘 り。

当 日 は、 妻 と 朝 か ら大 忙 し、 畑 に 出 て 先 ず は い も掘 り。

採 れ た て を 使 っ て の 大 学 芋 ・ 蒸 か し 芋 ・ 天 ぷ ら 作 り、 わ が 家 は 戦 場 さ な が ら。

外 で 何 や ら子 供 達 の は しゃ ぐ声。

せ か さ れ る 様 に 飲 み物 に、 で
き た て の 食 べ 物、 忘 れ て は い け な い 莫産 も持 っ て、

子

供 た ち の 手 を 引 き い ざ畑 へ…

ひ と とき の 間、 い も 掘 り に 熱 中 ・ 歓 声 を 上 げ る 子 供 た ち。

そ っ ち か らこ っ ち か ら、
バ ッ タ が 跳 び 出 る、

ト ンボ が 飛 びま わ り、 今 度 は 虫 採 り に

熱中 し畑の中 を跳 び回る子供たち。

子 供 たち を尻 目 に、 童 心 に 帰 り い も掘 り に 熱 中 す る お 父 さ ん お母 さ ん。
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い も 掘 り、 虫 採 り に 満 足 し た 頃 合 い を 見 て、 畑 の 真 ん 中 で、
手 作 り お やっ の 時 間。

秋 晴 れ の 中、 ま たま た 子 供 た ち の 歓 声、 ほ っ と 一 息 で き る 充 実 した 時 間。

お やっ を食 べ な が ら、
来年 ま た 再 会す る こ と を 約 束 し て。

いっ しか 思 い 起 こ せ ば、 最 初 は 慣 れな い 鍬 で、 腰
を さ す り さ す り。

畑 の 回り に植 え た、 春・ 桜 を 楽 し み、
夏 ・ 強烈な太 陽の もと 咲き 誇る ひま わり、 秋 ・

咲 き乱 れる コ ス モ ス、 そ して 冬 ・ 霜 降る そ れ ぞ れ季 節 を 目 で 確 か め な が ら。

四季 の 移 り 変 り、 そ れ ぞれ の風 を感 じな が ら。

稔りの秋、 協同組合千葉電設協会様、 そ して会員の皆々 様の益々 の ご発展、 ご活躍

をお祈り申し上 げます。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１３）

趣 味 と 遊 び

協同組合 千葉電設協会 理事 宍 倉 昌 信

私は、 遊びで海釣り （船） や渓流釣 りを少々、 同時に熱帯 魚と海水魚そして淡水魚

を 小さ な 水 槽 で ４ セ ッ ト持 っ て お りま す の で紹 介 しま す。

熱 帯 魚
、
海 水 魚 は

、
冬 場 はヒ ー タ ー で温 度 を 上 げる 事 が で き る が、

夏 場 の 温 度 を 下

げ る こ と が 難 しい （水 槽 用 ク ー ラ ー が あ る が 高 価）。

そ こ で 私 は、 ４ｍｍ位 の ビニ ー ルチ ュ ー ブ２５ｍ を１５ｃ皿位 の 輪 に し て２ 条下 部 水槽 に沈 め、

そ の ビニ ー ル チ ュ ー ブ に井 戸 水 を 注 水 す る こ と で 水 温 を ２ ～ ３ 度 下 げて、
暑 い 夏 を 乗

り切っております。 濾過装置等 すべて自作で す。

１ セ ッ ト

２ セ ッ ト

３ セ ッ ト

熱帯魚用６０ｃｍ２段 下面濾過 水取り替え２週間１回 水温２７度前後

上 段 に は ディ スカ ス １ 匹 下 段 に は グッ ピィ１００匹 ぐ ら い

海水魚用９０ｃ皿２段 下部乾式濾過 水取り替え３ヵ月１回 天 然海水

水温２６度前後

ロ イ ヤ ル グ ラ マ ー、 ク マノ ミ 他 （以 前 無 脊 椎 が い ま した が
、
難 しい

の で や め た。）

海水魚用１２００ｃ皿２ 段 下面濾過 水取り替え３ヵ月１回 天然 海水

水温２６度前後

上段に はク マノミ 他４匹 下段には１ 昨年房総の興津港で採取 （当組合

員 の Ｙ 氏 が 採 取） し た １ｃ皿位 の ア ケ ボ ノ、
セ グロ チ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ が４

ｃ皿位 に 成 長 し 泳 ぎ 回 っ て い ま す。
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４セット 淡水魚用６０ｃｍ１段 上部濾過 水取り替 え１ヵ月 １回 常温

タ ナ ゴ ７ 匹 ド ジョ ウ ２ 匹

エ サ にっ い て は、 個々 の エ サ が 好 ま しい の で しょ う が、 金 が か か る の で 苦 労 し て い

ま す。

今一番心配 しているのが、 何年か前の電設協会だより にも大先輩 が書かれておりま

した が （鯉、池 等 の 事）、
小 さ い な が ら も 地 震 時 の 漏 水

、
ヒー タ ー 加 熱 に よる 事 故 を 心

配 して い ま す。

＼∵

／’一
　　

．
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１５）

「おわ ら 風の盆」 に惹 かれて

千葉塚田電気㈱ 営業部長 佐 藤 喜 美 男

私 に は 毎 年 ８月 の 終 わ り 頃に な る と、 こ の 「おわ ら」 へ の 想 い で、
じ っ と して い ら

れ な い と き が あ る。

や つ お

越中八尾の 「おわ ら」 は、 ご存 知の方 も多い と思いますが、 ９月 の始めか ら３日３

晩、 仲間うちだけで踊りあかすお 祭りです。 発 祥 は定 かで はあ りま せ んが 寛永１６年

（１ ６ ３ ９ 年） 頃 とい わ れ て お りま す。

越 中 八 尾 は裏 日 本 の 雪 国、 冬 は 幾 日 も 陽 を み る こ と が で き ず、
雪 に 埋 もれ、

耐 え な

が ら 春 を 待 ち、 よ う やく 春 の 息 吹 を 感 じ 太 陽 の 恵 み を 受 け る、 そ の 喜 び はひ と し お か

と思われる。 春か ら夏へと農作業 に精を出し、 ９月 の収穫の時期 に、 自分た ちの祖先

う ら ぼ ん

の霊に祈りを捧 げ （孟蘭盆）、 ま た自然への畏敬 （二百十 日の風よ治ま れ） をこめ て、

収穫の無事を感謝 し、 ま た来年 への無事を願い、 気の合ったもの同士が夜を 通して夜

明 けま で 静 か に 華 や い だ 心 を もち な が ら 町 を 流 し、 祝 い 酔 い し れま す。

立 山 の 山 並 み が 遠 く に 連 な り 陽 が 沈 み は じ め 夜 陰 に な る こ ろ か ら 動 き 出 す、

そ れ ぞ れ の 仲 間 う ち で三 味線 と胡 弓 の 音 に う な が さ れ て、
体 中 に 土 の に お い と、 汗 と

よ ろ こ びを か か え な が ら 動 き 出す の で あ る。

お と

ど こ の 地 か らわ き 上 が っ て きた の だ ろ う か、 不 確 か な もの で あ る が、 そ の 音 律 は ど

こ か 遠 い古 の 地 中 よ り 流 れ し みで て き た よ う な 物 悲 し さ、喜 び の ひ び き が あ り、
そ の

た い れ つ

音 律 に う な が さ れ て、
女 ・男 の 踊 り の 体 列 は 押 し 黙 っ た ま ま、 淡 い 光 の 風 景 と定 ま ら
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ぬ空 気 に 包ま れ か っ き り と 肉 体 を と り 抑 え る 線 が な い 夜 陰 に、 さ ら な る 黒 と 白 の 影。

そして細い赤い線を引きながら……

体 列 は あ や う い 風 景 と 同 じよ う に ゆ れ な が らは う よ う に 動 い て 行 く。

「唄 わ れ ヨ ー わ し ゃ は や す 一」

一晩中、 夜 が白みかけ、 遠く 立山の連 峰の姿が朝日にはえて神々 しく輝くときま で

何 もか も忘 れ 喜 び いっ ぱい に 陶 酔 し て１ 年 の 総 決 算 を 祝 う の で あ る。

「お わ ら」 は
、
謙 虚 な ± 着 の民 族 の に お い を 感 じま す

。
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１７）

情報の発信基地になろう

松下電器産業株式会社 電材営業本部

東部支店 支店長 成 澤 輝 悦

平素は格別なる ご支 援を賜り、 厚く 御礼申し上 げま す。

ま たこの度は 「千 葉電設協会 だより」 第十五 号を発刊 されま したことに対 し、 心か

らお祝い申 し上 げます。

ご承 知 の 通 り、 今 私 共 を取 り 巻く 環 境 は、
ま さ に 激 変 と 言 っ て い い ほ ど の ス ピー

ドで 進 ん で お り ま す。

「少子高齢化」 へ の対応や 「環 境」 との共生、 情 報技 術 （ＩＴ） の進 展 等、 私 共に

突 き っ け られ た 課 題 は 山積 みさ れ て お りま す が、 こ れ
を 新 た な ビ ジネ ス チ ャ ンス に転

ずるべく、 業界の皆 様方と一体となって取り組んで参りたいと考えておりま す。

特 に、 来 年 ４ 月 よ り 施 行 さ れま す 「家 電 リ サ イ ク ル 法」 に っ き ま して は、 喫 緊な る

対応が迫 られて おり、 私共としま して も業界の皆様を対象に研修会 を実施さ せていた

だ く 準 備 を進 め て お り ま す。

さ て、 今
パ ソ コ ン や 携 帯 電 話 の 爆 発 的 な 普 及 に よ り 情 報 が 氾 濫 し

、
ま さ に 選 別す る

能力が 必要とさ れて おりま す。

私 共 の 社 内 に お き ま して も、
イ ン トラ ネ ッ ト や ｉ モ ー ドを 活 用 し、

い つ で も ど こ で

も情 報 が 取 り 出せ る 仕 組 み を 構 築 した り、 ま た、 お得 意 先 に 対 し て はホ ー
ム ペ ー ジ を

開設 し、 商品情報や営業情報の提供を しております。

私 自 身、 様々 な ッ ー ル を 活 用 し多 く の 情 報 を 収 集 し、 ま た、 発 信 し て いる っ も り で

す が、 結 果 的 に 発 信 側 で は な く 受 信 側 に 回 る こ と が多 いの で は な い か と思 い ま す。



（１８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

受 信 側 ＝ 受 動 的 と 捉 え る な らば
、 受 信 に 偏 る こ と に よっ て 考 え 方 の 画 一 化 ・ 創 造 性 の

喪 失 に っ な が る の で は な い か と、 自身 タ 省 を す る 昨今 で あ り ま すｇ
ｈ

自 分 自 身 が 主 体 的 に 考 え、 皆 様 方 に 発 信 で き る よう 取 組 み、 ワク ワク ・ ドキ ドキ す

る よう な 松 下 電器 で あ り た い と 考 え て い ま す。

今 後
、
益々 の ご 指 導 ・ ご支 援 を お 願 い 申 し上 げま す。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１９）

賛助会員名簿
資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メーカー 部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 千葉営業所長 吉岡 宏
２６０－

００２３

千葉市中央区神明町

２００番地 秋葉コ ーポ２０３

０４３－２３８－５４６１

０４３－２３８－５７５０

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱
配電盤営業部３

営業開発Ｇ部長
丹 羽 和 雄

１４１－

８６４６

東 京 都 品 川 区 東 五 反 田

２ 丁 目 ２ 番 ７ 号

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

㈱ 大 東 電 機 製 作 所
代表 取 締 役

社 長
大薗 力

２６５－

００６１

千葉市若葉区高根町

９１５番９３

０４３－４４５－６７５１

０４３－４４５－６３２２

千 葉 電 機 ㈱ 代表 取 締 役 和 田龍二郎
２６４－

００１７

千 葉市若葉区加曽利町

４７５－１

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 東 関東 支 社 長 柴 山 喜 次
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１２－１２ 金 剛 ビ ル ４ Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

松 下 電 器 産 業 ㈱ 東部 支 店 長 成澤 輝悦
１０５－

ＧＯＯ４

東京都港区新橋６丁目１７番

１５号ナ ショナ ル２号館

０３－３４３１－２４１１

０３－３４３６－１３８９

三 邦 電 機 工 業 ㈱ 千葉営業所長 丸山 博
２６０－

０８１８
千葉市中央 区長 洲１－２１－４

０４３－２２１－０３３８

０４３－２２１－０６６８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 村 幸 男
２６０－

０８０７

千 葉市 中 央 区 松ヶ丘 町

２０－４ 松 ヶ丘 ガーデンヒル２ Ｆ

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名
郵 便

番 号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

因 幡 電 機 産 業 ㈱
東 関 東

営 業 所 長
山 田 博 之

２７０－

１１７６

我 孫 子 市 紫 崎 台

３ 丁 目 ７ 番３３

０４７１－８５－１７８５

０４７１－８５－１７８６

㈱ 関 東 扇 港 電 機 専 務 取 締 役 前川 和彦
２６２－

００４５

千葉 市花見川 区作新台

４４３－１２

０４３－２５７－４７００

０４３－２５７－４２６４

光 良 ナ シ ョ ナ ル 電 材 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 中 田 政 秀
２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光 ２－１Ｆ ６

０４３－２２７－９３０１

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 阿 部 利 美
２６０－

００４５
千 葉 市 中 央 区 弁 天 ３ －６－４

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１
千 葉 市 中 央 区 都 町 ２ －２３－１２

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

首 都 圏 東 芝 電 材 ㈱ 千 葉 支 店 長 鹿山 高男
２６０－

００２４

千葉 市中央区中央港

２－４－１

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

東 京 電 材 ㈱
千 葉 営 業 所

常 務 取 締 役
川 崎 忠 雄

２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１！２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱
千 葉 特 機

営 業 所 長
榊 忠

２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２－５ ４２

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

千 葉 ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 野 間 久 生
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９



（２０） （協）千 葉 電 設 協．会 だ よ り

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番 号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

藤 長 電 気 ㈱ 東 関東 支 店長 小 林 暁
２６３－

００４２
千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂・１－５－１４

０４３－２４１－２５５２

０４３－２４１－２４７２

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 千 葉 支 店 長 藤 川 裕
２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光 ４－９－１

０４３－２２２－７７６５

０４３２２２－１８８０

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵 便

番 号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み っ わ 台

２－３４

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２
千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町５１１－１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ エ 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２
千 葉 市 中 央 区 寒 川 町 １－２１４

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

千 葉 デ ー タ 通 信 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
久 我 康

２６０－

００１７

千 葉 市 中 央 区 要 町 ２－１

ウ オ ン ズ 東 千 葉２０１

０３０－２２１－００８１

０３０－２２１－００８２

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業所 長 平 原 俊 和
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２－２０－４

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代表 取 締 役 宮川 欣丈
２６０－

００１８
千葉 市中央区院内１－２－１

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 代 表 取 締 役 田 中 公 平
２６６－

０００５

千 葉 市 緑 区 誉 田 町

２－２１－９９４

０４３－２９１－７４８３

０４３－２９１－２６９３

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 成 田 兆 生
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５－１２－５

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 川 村 幸 司
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ２ －１－１８

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 岡 繁 雄
２６０－

０８２１
千 葉 市 中 央 区 若 草 １－２－１２

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 松 浦 達 郎
２６０－

００２１
千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２ －３－６

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番 号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業所 長 武 石 安 正
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井 ３－１４－２

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

小 糸 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 篠 崎 正 彦
２６０－

０８５４
千 葉 市 中 央 区 長 洲 ２ ４３－６

０４３－２２２－９１２６

０４３－２２７－４０８１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
千 葉 電 設

営 業 所 長
竹山 満

２６０－

００２６

千葉 市中央区千葉港４－３

千葉県経営者会館４Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
高 橋 康 文

２６１－

７１３３

千 葉市 美 浜 区中 瀬２ 丁 目 ６ 番地

ＷＢＧウ ェ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

＊各部門五十音順 に掲載

＊太字は広告掲載会社



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２１）

一総会報告一

第１６回 通常総会開催

第１６回通常総会が ５月２６日午後２時３０分より千葉市内の グリ ンタワーパ レス千葉に

おいて組合員７７名 （委任状を含む） 出席のもと開催されま した。

総会議 案審議 に先 立ち挨拶に立った岩崎理事長 は、 「我々企 業 が２１世 紀 に生 き残 る

為には、 工事の適正 価格を守り、 組合員の提携、 共合化を視野に入れ、 共存共栄を計っ

ていく 事が必要 であ る。 ま た会社の維持は人の能力の結集であ り、 付加価値 を生み出

す の も 人 で あ る と い っ て も 過 言 で は な い。
ト ッ プ は判 断力、

先 見性 を持 っ て 社 員 の育

成に努 め、 全組 合員 がこの濁汰の時代を生き抜いて頂きたい」 と挨拶さ れた。

次 に 議 案 審 議 に 移 り、 平
成１１年 度 事 業 経 過 報 告、

－
同収 支 決 算、

監 査報 告、 平 成
１２年

度事業 計画案、 同収支予算案、 を原案通り可決承 認さ れた。 ま た規約一部 改正案 （一

般賦課 金にっいて） の件 も同 じく承認された。

引き 続き、 建築部より建築設備課組織 と今年度 の主な工事概 要の説明、 新任の設備

課長金 井氏から記念講演を頂き、 感動 と共 に総会、 説明会を終 了 した。

総会 終了後、 千葉市鶴岡助役を はじめとする千 葉市や外郭団体幹部、 千葉県中小企

業団体中央会、 関係団体の ご来賓を お招 きして総 勢１４１名の出席 の もと懇 親 会が 開催

された。 席上、 岩崎理事長 は 「我々 電気工事業界 を取り巻く 経営環境は、 日 ごとに厳

しさ を 増 して き て お り、
国 際化
、
価 格 破 壊

、
貸 し 渋 り 等 か ら 大 きく 揺さ ぶ られ ている」

と 近 況 を 述 べ た。 ま た、 「国 と 地 方 自 治体 と の 関 係 や、 情 報、 通 信、 環 境 関 連 分 野 の

設備投資等に も触れ、 身近な千葉市 の中長期の指 針 「ちば ヴィ ジョ ン２１」 や新５力年

計画も来年度か らスタ ートす る話 をされた。 千葉 電設協会と して も、 計画に盛り込ま

れた施策の推進のため 全面的に協力 する」 と抱負を述べ られ、 懇親会は午後６ 時３０分

に 盛 会 裡 に解 散 した。

（徳久昌之）



（２２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

青年部活動について
青年部部長 鎌 田 雄 二

（有限会社 石本電設工業）

組合員の皆様には 日頃青年部の活動 に対 して ご理解とご協 力をいただきま して誠に

あ り が と う ござ い ま す。

青年部 も昨年１０月 の発足以来丸１ 年を過 ぎて 事業を一通り経験することができま し

た
。
本 年 度 は５月 の 通 常 総 会 ・ 懇 親会、 コ ン ピ ュ ー タ ー を 中 心 と した 講 習 会、 工 場 見

学会、 地域貢献事業 の花火大会を おこな いま した。

花火大会 は組合員 の有志の皆様 からご寄付 をいただきま して、 本格的な花火を打ち

揚 げ る 事 が で き、 千 葉 県 リ ハ ビリ テ ー ショ ンセ ン タ ー の方 々 と 近 隣 の 皆 様 に 喜 ん で い

ただきま した。 千葉県身体障害者福祉事業 団よ り感謝状を授与されま した。 これ はひ

とえに青年部の活動 を応援 してく ださる組合員 各位のおかげであります。 御礼申 し上

げま す
。

私たち青年部の活動 目標は、 企業の一員であ ることを自覚 し、 企業発展の為に責任

ある提 案を していける人材になる ことです。 青年部 の事業 の企画運営は自分自身を磨

く 機会 となりま す。 会社や電設業界 を越えた人 脈を創るチャ ンスです。 青年部の運営

は役員 と有志の方が行っています が、 部員全員 の意見を盛り込んでいける青年部に し

たいと思います。 青年部の活動を とおして新 しい情報を取 り込み益々 魅力ある青年に

成長していくことが私たち青年部 の目標です。

今後 の 事 業 と し て、
消 防 関 係 の 講 習 会、 コ ン

ピ ュ ータ ー 関 係 の 講 習 会 （Ｅ Ｘ Ｃ Ｅ Ｌ

裏 技 コ ンテ ス ト）、
ボ ー リ ン グ大 会 等 を 予 定 して おり ま す。

青年 部は限られた時間の中で会社の仕事と青年部活動を行っています。 組合員の方々

に は 青 年 部 に 対 して、 今 後 ま す ま す の ご支 援 を い た だ けま す よ うお 願い 申 し上 げま す。

又、 若 手 社 員 か ら の 提 案 に は、 前 向 き に 対 応 し て い た だ き た い と 思 い ま す。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２３）

青年部の部長と して力不足の私 です が、 来年 ３月 まで全力で務めたいと 思います。

よ ろ し く お 願 い い た しま す。

花火 大会終了後、 打ち上げ

会場となった駐車場にて

Ｈ１２年 ９月１２日

鎗田理事長 から感謝 状を

受け とる部長

Ｈ１２年９月１２日

認 協賛会社名 麗

アイ シ ン電気工事㈱ ㈲石本電設 工業 伊藤電 業㈱ ㈱栄光社 ㈱カタデ ン

関工電設工業㈱ 北園電業㈱ ㈱協同電業社 共和電気工業㈱ ㈱光栄電設工業

高率電 設㈱ ㈲酒井電気商会 ㈱ 桜田電設 ㈱ しま でん 昌信電機工事㈱

城南電設企業㈱ ㈱新千葉電設 ㈱セイ コー電 設 大秋電気工業㈱ 大信電業㈱

㈲滝口電気工業 俵屋電気工事㈱ 千葉塚田電 気㈱ 千葉電気工事㈱ 千葉電建㈱

東陽電気工事㈱ 冨田電機工業㈱ ㈱橋本電業社 福井電機㈱ 北陽電気産業㈲

㈱増田電気工業所 モデン工業㈱ 渡辺電気工業㈱ （アイウ エオ順）

以上３３社の皆様方か ら寄付金の ご協力をいただきま した。

あ り が と う ござ い ま した



（２４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

平成１２年度経営研修会

及び懇親会開催

協同組合千葉電設協会の恒例行事経営研修会 （１０／６） を、 千葉 市 当局 の ご協力 を

いただき、 又、 当局より多数の ご参加を賜り組合員８３名、 賛助会員２８名の 出席で若葉

区小倉 町の千葉中央観光ぶどう園にて開催致 しま した。

講 師を千葉市助役 鶴岡啓一様にお願い し、．演題 「千葉 ドリーム」 で御講
演 をいただ

きま し た。

千葉 市新５か年計 画に関する助 役様の抱負 を伺い、 その後懇親会に入り
ぐキ葉市都

市局 騨 部 騨 様に騨 噸 発声をし’ 鱒 ・バーベキ・一 桧 当組合青年部

１こよる餅？き
などで六いに盛？上りまヤた・

最 後に協 同組合千 葉電設協 会の 繁栄を願い、 次年度も多数の御出席をお待ち してい

ま す
。 ．

』 『 ．
一 ・

．
（ 技 術 ・・ 安 全 ・ 教 育 委 員 ）

躍麟騨羅



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２５）

第４４回 ゴル フ コ ンペ 開 催

春 の 香 り が グ リー ンい っ ぱ い に 広 が る 中、
第４４回 千 葉 電 設 協 会 ゴ ルフ コ ン ペ が姉 ケ

崎カ ン ト リ ー倶 楽 部 （４ ／１２） で 行 わ れ ま した。

心 地 よ い 日 に
、
ひ ら ひ ら と 散 る 桜 が ナイ ス シ ョッ ト を演 出 す る か の よう な す ば ら し

い ゴル フ 日 和 ／

誰 もが優勝を狙ってのスタート、 ホールアウ トして みれば渡辺電気工業㈱の渡辺社

長 が 安 定 し た ス コ ア で 優 勝 と 水 平 賞 の 二 っ の 賞 に 輝 き、 ミ レ ニ ア
ム に ふさ わ しい 大 会

と な り ま し た。

次 回 は１２月 ７ 日、 芝 山
カ ン ト リ ー 倶 楽 部 に て 忘 年 コ ン ペと し て 開 催致 し ま す。

（福利厚生委員）
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（２６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

第７回麻雀大会開催

千葉 電設協会の麻 雀大会が恒例の ごとく８月２５日錦 こいに て行われま した。

今年 の夏はとく に暑く３０度を越 える毎日で したが、 昨年同 様２４名 が参加 し会を盛り

上 げて く れま した。

チ ー
、
ボ ン、 リ ー チ だ と 勢 い の い い 声 と 活 気 あ ふ れ る 笑 い の 中 で、 ひと と き 夏 の 暑

さ も忘 れ、 仕事も忘れ楽 しく 親睦を深めた事と思います。

２０世 紀 最 後 の 優勝 は、 モ デ ン 工 業 ㈱ の 石 田 常 務 で した。

（福利厚生委員）
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２７）
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・ １

災害対策連絡網について

各 地 の 天 災 に よ る 復興 もま ま な ら ぬ う ち に
、
国 内 各 地 で、

地 震 ・ 及 び大 雨

による相当な被 害が続 出して おりま すが、 皆様の故郷は いかがですか？

被災地の皆さ んには、 一 日でも早く通常 生活に戻れる ことをお祈り いたし

ま す。

又
、
災 害 対 策 連 絡 網 の変 更 に っ い て は、 す で に 当 局 を 始 め、 皆 様 に も発 送

し てあ る と おり で す が、

「も しも の 時」 に備 え て

連 絡網 は、 い っ で も 使用 で き る よ う に わ か り易 い とこ ろ に、 保管 を す る と

と もに、 自分の前後の連絡者く らい は頭に入 れて おくよ う心がけて下 さるよ

う に お 願 い い た しま す。

又、 連絡網に記載されている方を はじめ全 従業員に も良く説明を しておい

て 下 さ い。

何 時 ど の 様な 災 害 が 起 こ る か もわ か り ま せ ん、
宜 しく お願 い い た しま す。

但 し、 お 願 い は 致 しま す が、
一 理 事 と して 無 災 害 で あ る 事 を 祈 り ま す。
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（２８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

事 務 局 だ よ り

囹 卦 報

（組 合 員）

● 千 葉 電 気 工 事 ㈱ 代 表取締役 喜多村賢一郎 氏

平成１２年２月１２日 享年９７才

● 福 井 電 機 ㈱ 公共営業課長 冨永好 隆 氏

平成１２年３月１１日 享年７８才

● アイ シン電 気工事㈱ 営業部 加 藤 博 信 様

平成１２年３月１７日 享年６６才

謹んでお悔やみ申 し上げます

御母堂 マッエ 様

御尊父 房 保 様

囹 新規加入組合員

（組 合 員）

○ 有限会社 金丸電機 代表取締役 金丸明弘 氏

（住 所） 千 葉市稲毛 区天 台５丁 目１３番 地の３３

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２５４－６０４５ （Ｆ Ａ Ｘ） ２５４－０１５５

囹 住所変更

（賛助会員）

Ｈ １２． １ 月 大崎電気工業株式会社

（新） 東京都品川 区東五反 田２丁目２番 ７号

（Ｔ Ｅ Ｌ ） ０３ －３ ４４ ３－ ７１ ７５ （Ｆ Ａ Ｘ） ０３ － ３４４ ３－ ７ ６４ ４

配電盤営業部３営業開 発Ｇ 課 長 丹羽和雄 氏

（旧） 千葉市中 央区中央４丁 目８番１号 千葉フコク生命 ビル７Ｆ

千葉営業所長 丹羽和雄 氏



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２９）

Ｈ：１２。 ４月 因 幡電機産業株式会社

（新） 我孫子市紫 崎台３丁目７番３３

（Ｔ Ｅ Ｌ） ０４７１－８５－１７８５ （Ｆ Ａ Ｘ） ０４７１－８５－１７８６

東関東営業所長 山田博之 氏

（旧） 千葉市中央 区南 町３丁目 ９番１５号

千葉営業所長 山田博之 氏

Ｈ１２． ９月 松下電工株式会社

（新） 千葉市美浜 区中瀬２丁目６番地 ＷＢ Ｇウエス ト３３Ｆ

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２９７－５５３１ （Ｆ Ａ Ｘ） ２９７－６１０１

千葉電材営業所長 高橋康文 氏

（旧） 千葉市中央 区祐光！丁目 ３番１号

千葉電材営業所長 岩本雅充 氏

圏 社名変更

（組 合 員）

Ｈｌ２． ９月 （新） 北園電業株式会社 （千葉 市緑 区越智 町８２２番地 の５５）

（旧） 有限会社 北園電業

（賛助会員）

Ｈ１２． ３月 （新） 首都圏東芝電材株式会社 （千葉市中央 区中央港２丁目４番１号）

千葉支店長 鹿 山 高 男 氏

（旧） 千葉東芝電材株式会社

代表取締役 鹿 山 高 男 氏

Ｈ１２
．
８月 （新） 大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ株 式 会 社

（東京都品川 区東 五反田２丁 目２番７号）

（旧） 大崎電気工業株式会社

囹 退 会

（組 合 員）

○ ㈱三共電機サ ー ビス 平成１２年３月３１日付にて退会さ れま した。

０ ㈲ ト マ ッ 電 設 平 成１２年 ３月３１日付 に て 退 会 さ れま した
。



（３０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

銅 代表者変更

（組 合 員）

Ｈ！１
．
１１ 月

Ｈ１２
．
４ 月

Ｈ１２
．
９ 月

（賛助会員）

Ｈ１２． ３ 月

Ｈ １２． ３ 月

Ｈ １２。 ４ 月

Ｈ１２
．
５ 月

Ｈ １２． ８ 月

株式会社 北斗電業

（新） 代表取締役社長

（旧） 代表取締役

豊田電気株式会社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

関工電設工業株式会社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

ア イ ホ ン株 式 会 社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉 営業所長

能美防災株式会社

（新） 千葉支社長

（旧） 千葉支社長

日本ア ンテナ株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉 営業所長

株式会社 愛知電機製作所

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

松下電器産業株式会社

（新） 東部支店長
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３１）

告報果結札入
闘田卜㎜Ｈ

単 位：千円

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１１．１１．４ 花 島公園・芝 生広場電 気設備工事 （その２） 染 谷 電 気 商 会 ７，５４０

１０
若葉 消防署都 賀出張所 ・車庫改築電気設備

工事
日 本 ラ イ ト 電 商 ２

，
４７０

１１ 西下 田団地第２棟・電気設備工事 北 斗 電 業 ３０
，
０００

１６ 西下 田団地第１棟・電気設備工事 増 田 電 気 工 業 所 ４８
，
３００

ノノ
蘇 我 中 学 校 他 ２ 校 ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム

整 備 電 気 設 備 工 事
渡 辺 電 気 工 業 ３，９５０

ノノ
草 野 中 学 校 他 １ 校 ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム

整 備 電 気 設 備 工 事
黒 田 電 気 商 会 ２

，
３５０

１７
地下水浄化施設 （園生 町地区） 設置電気 設

備工事
金 丸 電 機 ８

，
４５０

２２
稲毛海岸公園スポーッ施設・照 明塔設備 他

工事
千 葉 電 気 工 事 １億３４

，
５００

２４
市場 町４号線 ・電線共 同溝 に伴 う道路照明

灯設 置工事
協 同 電 業 社 ３１

，
０００

ノノ 南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 直 流 電 源 盤 更 新 工 事 栄 光 社 １５，８００

〃 南部浄化セ ンター・流 量計更新工事 俵 屋 電 気 工 事 １８，０００

〃 中 央 浄 化 セ ン タ ー ・ 流 量 計 更 新 工 事 成 田 電 機 １４
，
７００

ノノ 市道 道路照明灯設置工 事 大 東 電 設 ５
，
８７０

！ノ
花見川 第一小 学校他１校・子どもルーム改

修電 気設置工 事
旭 電 工 ２，４８０

！「ノ
坂 月 保 育 所 他 １ ヵ 所 ・ 冷 暖 房 電 源 設 備 工 事

（都 市）
栗 飯 原 電 気 ３，２７０

ノノ 平山 保育所・ 冷暖房電 源設備工事 （都市） 千 葉 電 建 １３
，
５００

３０ 千葉 大網線他 ・道路照明灯設置工事 金 高 電 設 工 業 ２，８５０

〃
千城 台西小学校他１校・子どもルーム改修

電気 設備工事
川 島 電 気 設 備 ２

，
８５０

〃 椎名 小学校・高圧ケー ブル改修工事 北 園 電 業 ２
，
６９０

１１．１
２
．１
星久喜小学校他１校・非常用給水電気設 備

工事
千 秋 電 気 １３，０００

〃
高浜第１小学校他１校・非常用給水電気 設

備工事
千 都 防 災 通 信 １１，５００



（３２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

落 札 日 １ 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈｌ１．！２． １
白 井 小 学 校 他 １ 校 ・ 非 常 用 給 水 電 気 設 備 工

事
進 和 電 気 １１

，
５００

！ノ
幕張西小学校他１校。非常用給水電気設備

工事
染 谷 電 気 商 会 １１

，
４００

！ノ 誉 田 保 育 所 改 築 ・ 電 気 設 備 工 事「 ア イ シ ン 電 気 工 事 ４６
，
５００

８
千葉 大網線他・道路照明灯補修工事 （その

２）
北 園 電 業 １８，０００

〃 道路 照明灯補 修工事そ の２ 安 藤 電 気 工 事 ５，３６０

１４ 幕張 町弁天 町線 （松波 地区） 道 路照明工 事 成 田 電 機 ４，１００

１５ 市道道路照明灯補修工 事 滝 口 電 気 工 業 ５
，７５０

〃 園生 町柏井町線他・道路照明工 事 武 田 電 気 工 事 店 １０，１５０

ノノ 本千葉停車場線他・道路照明灯設置工事 北 陽 電 機 産 業 １３，５００

〃 国道１４号・道路照明設置工事 （富士見工区） 共 和 電 気 工 業 １９，０００

〆ノ
幕張町弁天町線・道路照明設置工事 （そ の

１）
聖 電 社 ８

，
８００

〃 稲毛停車場穴川線・道路照明設置工事 大 東 電 設 １０
，
５００

〃 中 央 浄 化 セ ン タ ー ・ 分 配 槽 水 位 計 設 置 工 事 京 葉 エ フ・ディ・ケ ー ６，３００

２８ 若葉 いきいき プラザ・新築電気設備工事 石 本 電 設 工 業 ７６，４３５

１２． ２．
２
花 園 小 学 校 子 ど も ル ー ム 他 １ ヵ 所 ・ 新 築 電

気 設 備 工 事
笈 川 光 和 電 気 ２，９００

〃
上の台小学校子 どもルー ム他１ ヵ所・新 築

電気設備工事
大 東 電 設 ２，９６０

〃
真砂第五小学校子 ども ルーム他 １ヵ所・ 新

築電気設備工事
染 谷 電 気 商 会 ６，４００

／ノ
草 野 小 学 校 子 ど も ル ー ム 他 １ ヵ 所 ・ 新 築 電

気 設 備 工 事
新 千 葉 電 設 ２，７００

３
．
２１
千葉市中央卸売市場青果部低温卸売場・電

気設備工事
東 陽 電 気 工 事 ２２，６００

２２ 市立青葉病院新築電気設備工事

東 光 電 気 工 事

東 電 通

城 南 電 設 企 業ＪＶ

２９億００，０００

（５億８０，０００）

５．２３
磯辺 保育所他 ２ヵ所・冷暖房電源設備工事

（都市）
安 藤 電 気 工 事 ２

，
８００

〃
寒川 保育所他 ２ヵ所・ 冷暖房電 源設備工 事

（都市）
寒 川 電 業 ２

，
６００

３０ 千葉大網線他 ・道路照 明灯補修 工事 千 秋 電 気 ２
，
６５０



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３３）

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１２
．
５
．
３０
高洲 第二小学 校・給水設備改修電気設備工

事
大 東 電 設 ３，３５０

３１ 真砂 第二中学 校・大規 模改造電気設備工事 東 陽 電 気 工 事 ２９
，
４００

〃 桜木 小学校・ 大規模改造電気設備工事 大 信 電 業 ３３，８００

〃 幸町 第二小学 校・構造改修電気設備工事 西 千 葉 電 設 ３１，９５０

〃
公営 住宅西下 田団地・第１棟・第２棟防犯

灯設 備工事
進 和 電 気 ６

，
１５０

〃 蘇我 小学校 ・幹線切り廻 し工事 昌 信 電 気 工 事 ８，３５０

６．７ 中央 消防署蘇 我出張所・電気設備工事 木 村 建 設 ４６，０００

〃 稲毛 中学校・ 夜間照明灯設置工事 光 栄 電 設 工 業 ４０，７００

！ノ
花見 川区第一 中学校・構造改修電気設備工

事
大 東 電 設 ２７β００

Ｚノ 花見川第二小 学校・構造改修電気設備工事 伊 藤 電 業 ２７，
０００

〃 山王 小学校・ 大規模改造電気設備工事 桜 田 電 設 ２９
，
４５０

〃 真砂 第二小学 校・大規模改造電気設備工事 高 率 電 設 ４３，５００

１４ 小中 台中学校 ・大規模改造電気設備工事 岡 田 電 気 工 事 ３８
，
６００

！ノ 旧 大 木 ナ カ 邸 ・ 電 気 設 備 工 事 成 田 電 機 ６
，
５００

１９ 轟 町小学校・ 大規模改造電気設備工事 栄 光 社 ５１，０００

２０ 中広公 園他 ・照明灯交換工事 双 葉 電 設 １
，
９００

２１ 幸 町第二小学 校・給食室改築電気設備工事 ヒ カ ル 電 気 工 業 １０，７００

２６ 平山 小学校 ・外部改造電気設備工事 渡 辺 電 気 工 業 ４，０５０

２７ 千葉 茂原線 ・道路照明灯設置工事 優 衡 電 設 ４
，
６６０

２８ 白井 小学校 ・内部改造一期電気設備工事 オリオ ン電気 工事 ２０
，
０００

７．５ 磯辺 茂呂町線 ・道路照明灯設置工事 滝 口 電 気 工 業 １６
，０００

１２ 動物 公園・こ ども動物 園電気設 備工事 北 斗 電 業 ２７，６００

１７ 轟公民館改築 ・電気設 備工事 俵 屋 電 気 工 事 ４８，０００

〃
中央 図書館・ 生涯学習 センター・新築外構

電気設備工事
橋 本 電 業 社 ６８

，
９００

１８ 椿森 中学校・ 給水設備 改修電気設備工事 栗 飯 原 電 気 ３，７５０



（３４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１２．７．１９
中央 卸売市場・食品衛生検査室移転改修電

気設 備工事
新 千 葉 電 設 １３

，
５００

２７ こては し台小学校・照 明改修工事 京 葉 工 業 ９，５００

〃
検見川浜駅北口広場他２・道路照明灯補修

工事
新 千 ：葉 電 設 ４

，
８００

８． ２ 南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 電 磁 流 量 計 更 新 工 事 奄 美 電 設 １５，０００

ノノ 南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 直 流 電 源 装 置 更 新 工 事 金 高 電 設 工 業 １４
，８００

８ 磯辺茂呂町線・道路照明灯設置工事 太 陽 電 設 工 業 ３
，
４００

９
中央卸売市場・パ レス発信器付電力量計 改

修工事
モ デ ン 工 業 ３０，０００

〃 貝塚中学校・照明改修工事 双 葉 電 設 ６
，
５４５

！ノ
新 浜 リ サ イ ク ル セ ン タ ー ・ ス ト ッ ク ヤ ー ド

電 気 設 備 工 事
寒 川 電 業 １０，６２０

９．６ 市営住宅白旗団地改善事業・電気設備工 事 共 和 電 気 工 業 ３０，０００

〃 外部田保育所・冷暖房電源設備工事 （都市） 東 和 電 気 工 事 １２，４００

１３ 新町若松町線他・道路照明灯設 置工事 聖 電 社 ９，９００

〃 緑町小学校・受変電設備改修工 事 新 千 葉 電 設 ６，４００

２０
大森小学校他１校・子 どもルー ム新築電 気

設備工事 （都市）
昌 信 電 機 工 事 ２，７８０

ノノ
新宿小学校他１校・子 どもルー ム新築電 気

設備工事 （都市）
千 葉 電 建 ２，７００

２１ 千葉駅富士見 町線他・景観整備工事 豊 田 電 気 ３３
，
０００

！ノ 市道道路照明灯設置工事 安 藤 電 気 工 事 １０
，
８００

〃
小倉小学校他２校・子 どもルー ム改修電 気

設備工事 （都市）
北 進 電 設 ５，４５０

２６ 国道１６号・道路照明灯 設置工事 安 藤 電 気 工 事 ３
，
２００

２７ 松ケ丘小学校 ・照明改修工事 渡 辺 電 気 工 業 ５，５５０

〃 丹後堰公園・引込他電 気設備工 事 セ イ コ ー 電 設 ５，２５０

１０．２ 市営住宅天台 団地建替 事業 ・電 気設備工 事 小 峯 電 業 ５２
，
２００

４ 長沼船橋線他 １・道路 照明灯設 置工事 金 丸 電 機 ８，５５０

〃
さっき が丘東 小学校他 ４校 ・プール附属屋

改築電気設備 工事
染 谷 電 気 商 会 ２４

，
０００

１０ 蘇我小学校・ 屋内運動 場改築電 気設備工事 福 井 電 機 ８２，５００



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３５）

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１２．１０．１０
千草台小学校他４校 ｇプー ル附属屋改 築電

気設備工事 （都市）
進 和 電 気 ２４

，
１５０

１２ 若葉 いきい きプラザ・外灯設 備工事 川 島 電 気 設 備 ６７３万６，０１０円

ノノ
宮 崎小学校 他３校 ・プール附属屋改築 電気

設 備工事 （都市）
水 沼 電 業 社 １９

，
６００

〃
花 見川 区第 一小学校 他４校・プール附属屋

改 築電気設 備工事 （都市）
大 東 電 設 ！８

，
３２０

Ｚノ
大 宮小学校 ・プー ル附属屋改築及び子 ども

ル ーム改修 電気設備 工事
日 本 ラ イ ト 電 商 ８

，７
２０

ノノ
若 松小学校 ・プール附属屋改築及び子ども

ルーム新築 電気設備工事
双 葉 電 設 ９，４５０

１８ 幕張南小学校・高圧ケー ブル改修工事 大 東 電 設 ２
，
６００

ノノ
稲 毛 小 学 校 他 １ 校 ・ 読 書、 多 目 的 室 整 備 電

気 設 備 工 事
ヒ カ ル 電 気 工 業 ２，５００

〃
越智小学校他１校・読書、 多目 的室整備他

改修電気設備工事
北 園 電 業 ２

，
４５０

１９ 海浜公園稲毛海岸線・道路照明灯設置工事 笈 川 光 和 電 気 ７，８５０

〃
幕 張 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 他 ２ ヵ 所 ・ 浴 室

等 改 修 電 気 設 備 工 事
染 谷 電 気 商 会 ４，８００

〃
泉谷小学校他１校・読書、 多目 的室他整 備

電気工事
北 陽 電 機 産 業 ５

，
１００

！ノ
誉田小学校他３校 ・プール附属 屋改築電気

設備 工事 （都 市）
オリオ ン電気工事 １４

，
７００

２４
土気 停車場千 葉中線他 ・道路照明灯設置工

事
千 葉 電 業 社 ３，

１２０

２５ みっ わ台５９号線・道路照明設置撤去工事 聖 電 社 ７，７５０

３１ 葛城中学校・高圧ケー ブル改修工事 昌 信 電 機 工 事 ３，１００



（３６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

魎 塵 國［詞

世 界中が、 あと 数日で二十一 世紀を迎えよ うとしておりま す。

新 世 紀 に向 か っ て発 足 い た しま した 青 年 部 は、
会 員 皆 様 の ご支 援 を 頂 き、 研 修 会 ・

親 睦 ・ ボラ ンテ ィ ア等 大 活 躍 を して おり ま す。

新 時代二十一世紀を担う青年部の益々の活 躍を期待 して おりま す。

「千 葉 電 設 協 会 だ よ り」 第１５号 の 発 刊 に あ た り
、
市 長 様 を は じ め、 御 当 局 並 び に、

関係各方面の皆様より ご寄稿いただきありが とう ございま した。 厚く お礼申 し上げま

す と と もに こ れ か ら も会 員 相 互 の 親 睦交 流 を 活 発 にす る た め、 仕 事、 趣 味、 旅 行、 人

生経験等々なんで も結構ですので、 是非 ご投稿下さい。 皆様 に喜 ばれる 会報に したい

と 願 っ て お り ま す。

（好地）

ｏ 尋



千葉県配電盤協会

会 長 大 薗 力

㈱大東電機製作所

平成元年７月 設立さ れた千葉県 配電盤協会は、 建造物の頭 脳・心臓・神経の働きを

する 「受電盤・配電 盤・制御 盤』 を通 して快適な生活環境 を実現するために常に新 し

い 時 代 の シ ス テ ム 開 発 に 挑 戦 して お り ま す。

千 葉 県 配 電 盤 協 会 会 員 名 簿

社 名 所 在 地 電 話 Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 千 葉 市 中 央 区 神 明 町２００ 秋 葉コ ー ポ２０３ ０４３（２３８）５４６１ ０４３（２３８）５７５０

宇 賀 神 電 機 株 式 会 社 市 川 市 市 川 ３－４－１０ ０４７３（２５）２４５６

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱
千 葉 市 中 央 区 中央 ４－８－１

千 葉 フコ ク 生 命 ビル
０４３（２２１）５７１４ ０４３（２２１）７２８３

川 崎 電 気 株 式 会 社
千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２－３－５

（ＴＡＣＴ９０ ２Ｆ）
０４３（２４１）６５４１ ０４３（２４１）７３３３

㈱ 大 東 電 機 製 作 所 千 葉 市 若 葉 区 高 根 町９１５－９３ ０４３（４４５）６７５１ ０４３（４４５）６３２２

千 葉 電 機 株 式 会 社 千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町４７５－１ ０４３（２３１）８７５５ ０４３（２３２）０４７９

中 立 電 機 株 式 会 社 千 葉 市 中央 区 中 央４－１２－１２ ０４３（２２２）０７９６ ０４３（２２２）０５０８

日 本 電 機 株 式 会 社 千 葉 市 美 浜 区 磯 辺１－５－１４ ０４３（２４７）９４５５

三 邦 電 機 工 業 株 式 会 社 千 葉 市 中央 区 長洲 １－２１－４ ０４３（２２１）０３３８ ０４３（２２１）０６６６

ミ ヤ コ 電 機 株 式 会 社
千葉 市 中央 区 松 ケ丘 町２０－１

松 ケ 丘 ガ ー デ ンヒ ル２Ｆ
０４３（２６６）００２１ ０４３（２６６）００２４



ｒ

電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マンションＨＡ 設備 そ の他弱 電 シ ステム 〈設 計 ・施 工・ 保守 管 理〉

＠）ＳＥＮＫＯ ＧＲＯＵＰ

株式会社 関 東 扇 港 電 機

●本 社

●千 葉 西 営 業 所

●北 総 営 業 所

●東 都 営 業 所

●千葉 中央 営業 所

●旭 営 業 所

●首都圏電設営業 所

●東京特 需営 業 所

●千 葉 Ｓ Ｅ 営 業 所

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２８５－０９２７ 印 旛 郡 酒 々 井 町 酒 々 井１６０４－１

〒２７３－００３５ 船 橋 市 本 中 山 ５ 丁 目２－１９

〒２６０－０００１ 千葉市中央区都 町３丁目２３－３

〒２８９－２５３１ 旭市 井戸野字大 島３５９番地

〒１１０－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東１－１－！４

ＡＮＴＥＸ２４ ２Ｆ

〒１１０－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東１－１－１４

ＡＮＴＥＸ２４ ２Ｆ

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

Ｔ Ｅ Ｌ；０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４７００

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （４９６） ２６６１

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （４９６） ６９４０

Ｔ Ｅ Ｌ：０４７３ （３４） ９０３１

Ｆ Ａ Ｘ：０４７３ （３４） ９０３９

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２３１） ７３９７

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２３１） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ＝０４７９ （６３） ７６９１

Ｆ Ａ Ｘ：０４７９ （６３） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ＝０３ （３８３７） ８４４１

Ｆ Ａ Ｘ：０３ （３８３７） ８４４２

Ｔ Ｅ Ｌ：０３ （３８３７） ４４３７

Ｆ Ａ Ｘ＝０３ （３８３９） ５８７５

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４



地 域に密着 した営業所ネッ トワーク

電設資材の総合商社

』置ヨ『“７＝忽３
主要代理店・特約店

東 芝ライテック ㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河 電 気 工 業㈱ ・三 菱 電 機 ㈱

ｒ・・… … 一 一一一 一 ・ 一 一・ 取 扱 商 品 一一一一 一 一一 一 … …… ，

ｉ 電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ ｉ

ｉ エイ ・ 配 線 器 具 ・ 照 明 器 具 各 種 ラ ン ｉ

ｉ プ類・変電所材料・高低圧配分電盤 ｉ

ｉ ・ エ ア コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ｉ

ｉ ル ・ ト ラ ン ス 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非 ｉ

ｉ 常用 発 電 機 ・ イ ンタ ー ホ ン・ 防 災 ラ ｉ

ｉ ン プ電 動 工 具 ・ 電気 温 水器 ・ 住 宅 設 ｉ

ｉ 備機器・家庭電 化製品 ｉ

【ネットウーク】

川 ［」 営 業 所０４８ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 口５－１５－２８ 船 橋 営 業 所 ０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬
．
円 台１－１８－４

荒 川 営 業 所０３ （３８９４） ５１７６㈹ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－６ 市 川 営 業 所 ０４７ （３３５） ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北 方２－３４－１１

江 戸 川 営 業 所０３ （３６５３） ９４４１㈹ 東 京 都 江戸 川 区 松 本 町２－３８－６ 志 木 営 業 所 ０４８ （４７４） ４６２１㈹ 埼 玉 県 新 座 市 東 北 １－４－２２

墨 田 営 業 所０３ （３６３６） ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島 ２－３－１４ ． 久 喜 営 業 所 ０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町
「
た 麺 大輪２娼１０

浦 和 営 業 所０４８ （８５７） ３１０１㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島２－１０－９ 東 久留 米 営業 所 ０４２４ （７３） ４１１１㈹ 東 京 都 東 久 留 米 市 柳 窪４－３－２１

足 立 営 業 所０３ （３８８０） ６４２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田６－１０－１０ 所 沢 営 業 所 ０４２９ （２８） ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉 １－１３

北 営 業 所０３ （３９０３） １８６厳㈹ 東 京 都 北 区 神 谷 ２－３８－１０ 立 川 営 業 所 〔珂２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立 川 市 富 士 見 町６－３７－１

板 僑 営 業 所０３ （３９７３） １８１ ㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口 北 町１９－６ 川 口 北 営 業 所 ０４８ （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎１－２－２８

中 野 営 業 所０３ （５３５０） ３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台 １－２－１．
八 潮 営 業 所 ０４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉 県 八 潮 市 鶴 ヶ 曽 根５８－２

練 馬 営 業 所０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村２－２９－５ 大 宮 営．業 所 ０４８ （６５２） ８４１１㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町１－５５８

豊 島 営 業 所０３ （３９８４） ７４９１㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３－２３ 八 王 子 営 業 所 ０４２６ （４２） ６６６１㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明神 町１－２５－８

中 央 営 業 所０３ （３５５１） ９３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀２－２－１１ 千 葉 営 業 所 ０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千葉 県 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

文 京 営 業 所０３ （３８１５） ３６４ｔ㈹ 東 京 都 文 京 区 小 石 川 ５－３８－１２ 府 中 営 業 所 ０４２ （３６９） ５１１１㈹ 東 京 都 府 中 市 白 糸 台１－２０－１３

越 谷 営 業 所０４８９．（６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曾 根２－６－３４ 世 田 谷 営 業 所 ０３ （３４８２） ２７１１㈹ 東 京 都 世 田 谷 区 船 橋７－１３－１

成 増 営 業 所０３ （３９３８） ２４１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 赤 塚４－２４－２０ 大 田 営 業 所 ０３ （３７７８） ６８１１㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央 ４－３４－３

品 川 営 業 所０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉 ４－２－１２ 市 原 営 業 所 ０４３６ （６２） ７２８１㈹ 千 葉 県 市 原 市 姉 崎 海 岸１０９－２．

杉 並 営 業 所０３ （３３３２） １１９１㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵 ２－１５－５ 千 葉 北 営 業 所 ０４３ （４２４） ２７１１㈹ 千葉 県千 葉市稲 毛 区小 深町１３３－２

松 戸 営 業 所０４７ （３４４） ２１６１㈹ 千 葉 県 松 戸 市 馬 橋 字 岩 崎１４４７ 鴻 巣 営 業 所 ０４８５ （４１） ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地 ４－２－５

春 日 部 営 業 所０４８ （７６１） ２５１１㈹ 埼 玉県春日 部市大 判・渕 山下１１４７ 足 立 北 営 業 所 ０３ （３８５３） ７０５１㈹ 東 京 都 足 立 区 舎 人１－１０－２０

川 越 営 業 所０４９２ （２５） ４０４０㈹ 埼 玉 県 川 越 市 山 田 西 町５７１－１

小島電機工業株式会社
〒．１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－１１ 費０３ （３８９４） ５１５１ （大 代 表）
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ハイレベ ルのエネルギー 消 費効 率１００．６９ｍ／Ｗを達 成。

「Ｅ」シリーズは２１世紀を担う次世代の施設用新蛍光灯器具です。

次世代の施設用新蛍光灯器具

先 進 のイン バータ技 術 を結 集した、次 世 代を 担

う 施 設 用 照 明 器 具 「Ｅ」シリー ズ は、２１世 紀 の

照 明 環 境の 理 想 に 向けて 誕 生しました。

新 開 発 の 「Ｈｆイン バー タ」と「Ｈｆラン プ」 の 組

み 合わせ で、あかり環 境をより快 適に演 出します。

一
一
＝

シリース：
’
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・
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． ．

・
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・
● ●

・ ●
・ ● ●
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● ● ● ・

．

編｝韓｝灘｝雑｝
●
● ● ● ●

● ●
●
● ●
●
ｏ

ＨｌメロウラインＥの場合 斜ＯＥ逆富士形の場合

（ラピッド式器具と比較）

● 施 設 用 新 蛍 光 灯 器 具「Ｅ」シリー ズ は、地 球 環 境との 調 和をテー マにした、５つ のエレメントから生まれ ました。

●
● ● ●

●
● ●

● ・ ● ●
●

１０Ｅ逆富士形の場 合 Ｈｆ－ＬｃｏＥの場合

５ＥＬＥＭＥＮＴＳｏｆ 鍔 ＳＥＲＩＥＳ

〈 フ ァ イ ブ エ レ メ ン ツ 「Ｅ」 シリ ー ズ 〉

Ｅ ｎ Ｖｌｒ ｏ ｎｒｎ ｅ ｎ ｔ

環境への配慮

Ｅ ｎｅｒｇ ｙ

エ ネ ル ギ ー 資 源 の 有 効 利 用

Ｅｃ ｏｎｏ ｍ ｙ

経済への配慮

Ｅｌｅｃｔｒｏ ｍｃ ｓ

電 子工 学の 結集

Ｅ ｓ ｓｅ ｎ ｃ ｅ

本質の追求

東芝ライテリク株式盒社
ｈｔｔｐ：〃ｗ ｗ ｗ．

ｔｌｔ
．ｃｏ．ｌｐ

／

千 葉 営 業 所 〒２６０－００２６ 千 葉 市 中 央 区 千 葉 港４－３ ＴＥＬ（０４３）２４７－７２１０



’『ＯＳ 田 ＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電線 管及 附属 品 ・ その他電 気工事 材料

首都圏東芝電材株式会社

千葉支店 干葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

千 葉 第 一 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

千 葉 第 二 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

市 川 営 業 所 市 川 市 二 俣 Ｈ ３－１１ 〒２７２－０００１ ＴＥＬ Ｏ４７－３２８－５００２（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３２８－５遷１７

東 総 営 業 所 香 取 郡 大 栄 町 伊 能２２２－５ 〒２８７－０２０４ ＴＥＬ Ｏ４７８－７３－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－４３－８１５０

東 金 営 業 所 東 金 市 堀 上２７４－１ 〒２８３－００６３ ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（｛勤

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

木 更 津 営 業 所 木 更 津 市 請 西２－Ｈ ２ 〒２９２－０８０１ ＴＥＬ Ｏ４３８－３７－６１１４（代）

ＦＡＸ Ｏ４３８－３７－７３８０

◆ 本 社 川 崎 市 川 崎 区 大 島４－３－７ 〒２１０－０８３４ ＴＥＬ Ｏ４４－２２０－３５９１（代）

ＦＡＸ Ｏ４４－２２０－３５６０



網ａ 撫 ・

翼響
ま ギ 鋒 ノ 苧

蟄 箏議献
鶴脇犠攣愉
購 ㌶ 驚

。嘉

塁
響
，
簿

憂

♂

・

’

撃

・

“
毎

ー

へ

㍉

騨齢鞭 斑
峡

歪

言

恥

㌦ ㍉ 乱 俳 ㌔ 等 裾 η い
“隔を唱 磨 詑 」 ゐ 〃 ゐ 轟 Ａ 解 ㍗ 軽 “

難一

粒馳 轍 ㌦轟 ＿ 。

欝
聾

饗懸

．
灘 描

繁 ・
蘇 ・ レ

磯擁

ｏ
訴ぼ ４

い

覇

轡響
号

講

鷺靴
『

ごノ １〆㌃

“ ８

匙

亀

覧

も

鳳

＿ ＿． ＿．
瀞
酬騰

お
客
様
に
喜
ば
れ
る

暖
か

い
配

慮

で
す
。

鷲

爆

懸
・
撫
曝
薩
．
濫

肌寒い浴室、ハロゲンヒーターの放射熱で暖めま跳
洗 い 場 を 集 中 的 に 暖 め ま す。 ま た 予 備 暖 房 も３０％ ス ピ ー ド

アッ プ（当社比）。 お 客 様 も 納 得 の 暖 か さ で す。

既築の住宅に取付けカンタン。
壁 取 付 け 形 な の で、既 存 の ガラ リが あ れ は そ の 位 置 に取 付 け て

きます。 既 築住 宅の お 風呂場 へ の 後 付け や、リフォー ムにピッタリ。

洗濯物も すばやく 乾燥でぎ る。
八 ロ ケ ン ヒ ー タ ー と ワイド 吹 出 し 温 風 で、雨 の 日 や お 急 ぎ の

洗 濯 物 も ス ピ ー ディ ー に 乾 燥 で き ま す。

結露を防ぐ、連続換気運転モード付。

蕉ス撲簿難藻機
く鍵 敬劔簿〉
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識ン 卦雛～ 夢一嚢繕

懸鱗羅 ナショナル バス換気乾燥機 灘一
● お 問 い 合 わ せ は ・ ・ … ・… 一 … … …・… ・ ・ 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 ・ 松 下 精 工 株 式 会 社 〈春 日 井 西 事 業 部〉

〒４８６－８５２２ 愛 知 県 春 日 井 市 鷹 来 町４０１７ 盈 （０５６８）８１－１５１１

松 下 精 工 ホ ー ム ペ ー ジ ｈｈｐ 〃ｗｗｗ ｍｓｃｐａｎａｓｏｎＩｃｃｏｌｐ 松 下 精 工 の 最 新 情 報 をイン ター ネ ノト上 て ご 覧くだ さい。
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松下電工

フルカラー
コ ス モ シ リ ー ズ ワ イ ド２１

配線器具

同：：：圃
「エリア」 で押すから

操作 もやさしい

［配 線 器 具］

こ の ワ イ ドさ が ２１ 世 紀 ス タ ン ダ ー ド
。

コスモシリーズ ワ■
’ド Ｚ雇

◆ 使 い や す さも 美 しさ も ワ イ ド。

発
表
、

２１

◆ 経 済 価 格 で、 一 挙 に 新 発 売。

２０００
憲設工業展
製 品コン クール
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こ の コ ン パ ク トさ が ２１ 世 紀 ス タ ン ダ ー ド。

コスモパネル ］＝∬じワ１－２１

ド
。
Ｏ

薗
／
， ◆ 分 岐 ブレーカ 横 幅１１２。パネル サイズを大 幅コンパクト化。

◆ 速 結 ＆プラ グイ ン で増 し 締 め 不 要。
◆ コー ド短 絡 保 護 用 瞬 時 遮 断 機 能 付。さらに 短 絡 遮 断

コスモパネルコンパ外２１
容 量 ２５００Ａ で 電 気 安 全 を 追 求。

横 幅１６ｍｍ
…

新 開 発のコンパクトブレーカＳＨ型

ワ■ＩＦ⑧］＝」買｛】卜
○ 商 品 に 関 す る お 問 い 合 わ せ は

、
〒 ２６０－０００ ７ 千 葉 市 中 央 区 祐 光 １ 丁 目３ 番 １ 号 松 下 電 工 ・ 千 葉 電 材 営 業 所 Ｔ ＥＬ

．
０ ４３－２ ２４－３ ６６１ ま で 。
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受配電設備の総合メーカー

難愛知電機製作所
ＡＩＣ ＨＩ ＥＬＥ Ｃ ＴＲＩＣ Ｗ Ｏ Ｒ Ｋ Ｓ Ｃ Ｏ。， ＬＴ Ｄ．

千葉 営業所 〒２６〔｝ｏｏ２２ 千葉市中 央区神明町２００番

秋葉コーポ２０３号

ＴＥＬ＝０４３－２３８－５４６１

ＦＡＸ＝０４３－２３８－５７５０

〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子時計 設備・インターホン設備・表示機 設備

技術と信頼 の

アオパ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹
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イワサキの道 路 照 明

⑰ 岩崎電気株式会社

〒２６００８３４ 千 葉 営 業 所

千葉 市中央区今 井３－１４－２
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●景観照明

●スポーツ施設照明

●交通信号灯器

●道路情報表示システム

●道路気象観測システム

●駐車場案 内・管理 システム

●鉄道車両用機器

●航空機・ 鉄道用シート

●衛生機器 ●環境調節機器
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火災報知設備、 酒火設備、 テレビ共聴設備、
防紀設備、 入出管理霜蹟の分野での
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営業品目
屋内 外 キュ ービク ル式高圧 受変電設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キュー ビクル式 非常電源 専用 受電 設備

（ＰＦ－Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋 外用 認 定 番号 １２７号）

（ＣＢ 形 １５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号｝

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

（ＣＢ形 ５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分電盤（消防庁告示８号適 合認 定品）

〈麟 二邦電機工業株式会社
本 社：及 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 本 所３丁 目２２番３号 〒１３００００４ 電 話 ０３（３６２の３５１１（代） ＦＡ ＸＯ３（３６２５）４６１６

水 戸 営 業 所 水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０００２６ 電 話 ０２９２（２４）２２６１ ＦＡ ＸＯ２９２（２Ｄ６４８４

宇 都 宮 営 業 所 宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２σ０８４３ 電 話 ０２８（６３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８（６３５）１８９２
千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 長 洲１丁 目２１番４号 〒２６００８５４ 電 話 ０４３（２２１）０３３８ ＦＡ ＸＯ４３（２⑳ ０６６８

茨 城 工 場 茨 城 県 猿島 郡 総 和 町 下大 野２０００番 〒３０６０２０４ 電 話 ０２８０⑨２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０⑨２）１０１４



． 瀞
ネツトワークの 描 コン 物 夕、

“ ｏ
ｌＮ ／ み り

Ｎ Ｔ Ｔ 特 約 販 売 店 ・ 日 立 ・ 松 下 特 約 店

デ ジ タ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話 装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ コ ー ド レ ス オ フ ィ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ イ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 欝纈宮川電気通信工業㈱．
歴（０４３）２２ ５－１ ３１１（大代表）

千葉市中央区院内１－２－１ＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２－１ ３ ３ ０

非常電源配電設備の
御気軽に御相談下さい

社団 法人 日本 電気協会認定 品

●・キ ュ ー ビク ル 式 非 常 専 用 電 源 設 備

（消 防庁 告示第７ 号適 合品）

変 圧 器 容 量 の ２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋＶ Ａ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

● 低圧 で受 電する 非常 電源専用の 配

電盤及び分電盤
（消 防庁告示第１０号適合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種

財団 法人 日本消防 設備安全 センター認定 品

● 加 圧送水装 置等 の制御 盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種

’／

養　

妻
懸 繋

讐

ユーザーの皆様と共に悼びゆく 本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ －Ｊ
’
１１ １０ 番 １０ 号

④ミヤコ鰍徽 鰍 一鞭灘禽織羅



自動火災報知 設備設 計・施工
各 種 排 煙 設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備・ 放 送設 備

その他消防設 備

‘洞儲■ｒ瓠匿亀＝ 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
千 葉 営 業 所 千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４

ＴＥＬＯ４３（２９１）７４８３ ・ＦＡＸ Ｏ４３（２９１）２６９３

本 社 千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４ ・ ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

２ １置潔のキコ ー どクル

１欝８欝８欝８欝置鐙置
① 丸 み が あ る 美 し い デ ザ イ ン

② ５０ 年 錆 び な い 溶 融 亜 鉛 め っ き

だ か ら 建 屋 が 不 要 で コ ス ト が 安 い ！

置鍵置欝１欝１欝１欝置
キ ュ ー ビ ク ル 式 受 配 電 設 備

プ ラ ン ト 制 御 設 計 ・ 製 作

電 灯分 電 盤 動力 分電 盤

動 力制 御 盤 監視 制御 盤

△ 千葉電機株式会社
Ｃ Ｈ 旧 Ａ ＤＥ Ｎ Ｋ ｌ

住 所

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

千 葉 市若 葉 区 加曽 利 町 ４７５－１

０４３－２３１－８７５５ （ 代）

０４３－２３２－０４７９



いま、最も新しい防災テクノロジーの結晶。

ｗ
▼

桝
目

垂鍵籔
レ信

ボ灘

履
警
西
ダ
、
喪

爵

薯

　　　　　　 　　ロ　　　

醸醸灘轍闘蕪羅灘 撒轍麟鞭欝麟灘灘
高 水 準ＧＲ”スタン ダード”。 使い やすさとハ イス ペックの共 存。
１０
，
０００ｒ㎡の 建 物 に 対 応。 ５０

，
０００ｒ㎡の 建 物 に 対 応。

Ａ 騙 能 美 防 災 株 式 会 社 千葉支社／〒２６σ０８２１千葉市中央区若草１－２１２Ｔ・１（０４３）２６⑥０３３１ 隙 （０４３）２６ 棚 ４４

⑫
／蕊
閉

＿
㌍
滋∴．

・ 噺 ，
誓 鴎 写 気 。

紅～運 乳 贈 》 饗 ∴ だ ・ い・

麟
　　　　　し一
大 規 模 建 物 の た めの 高 品 位 安 全 中 枢。
１００
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応。

エネルギーと情 報 の 機 能をしな やか に力 強く。

私 たち は
、エ
ネルギーと情 報を伝える 電 線、ケーブルの 専 門 商 社。

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産 業 発 展 の お 役に 立って おりま す。

新しい世 紀を拓く、藤 長 電 気。

藤長電気株式会社 東関東支店

千 葉 市 稲 毛 区 黒砂１－５－１４

ＴＥＬ Ｏ４３－２４１－２５５２ ＦＡＸ Ｏ４３－２４１－２４７２



自動試験機能でランニングコストを低減ノ

インテリジェント 防災システム

ＲＸκ一６

中規模から大規模までカバーする、 最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮しますも

特 長

● 操 作 性、視 認 性 を

大 幅にアップする

大 型ＬＣＤタッチパネ ル

● 画面 のハ ードコピーが

可 能な内蔵プリンタ

㊥

鵬

１

酸

ｎ

講

麓
の％

● 自 動 試 験 機 能 付 アナログ式 感 知 器 の採 用

＜ｅ＞ 二Ψ７二・樵到会社

千 葉 支 店／ 〒２６２－００３３ 千 葉 市 花 見川 区 幕 張 本 郷 ５－１２－５ 燈 ０４３ （２７５）７５７６ （代 表）

本 社／ 〒１５１－００７２ 東 京 都渋 谷 区 幡 ヶ 谷 １－１１－６ ５ ０３（３４６８）１１１１ （代 表）

ブ ース タ

ＢＬ・７７０Ｓ２Ｗ

（ＣＡＴＶ。ＣＳ・ＢＳ甲１〕 （ＣＤ・１）

情 報 逓 信 が 仕 事 で す「。

日本アンテナ 株 式 舎 融
本 社／〒１１６－８５６１東京 都荒 川区西尾 久７－４９－８ 盈（０３）３８９３・５２２１（大代）

■信 頼 の 全国 ネ ッ トサー ビス ／３０営 業 所が お 応 え しま す。

ホームページアドレス ｈｔｔｐ：〃ｗｗ ｗ．ｎｉｐｐｏｎ－ａｎｔｅｎｎａ．ｃｏ．ｊｐ／
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